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保険医療材料制度の今後の検討の進め方

平成２４年度保険医療材料制度改革の骨子にて引き続き検討することと

した事項をふまえ、以下のように検討を進めていくこととしてはどうか。

１．内外価格差

（１）外国平均価格算出方法及び価格調整の比較水準について（新規収載）

外国平均価格参照国にオーストラリアを追加後、オーストラリアの

価格が他国に比べて高いのではないかとの指摘をふまえ、オーストラ

リアの価格の状況を今後も評価しながら、他国を参照国とすることも

含め、より適切な外国平均価格の算出方法及び価格調整の比較水準に

ついて検討してはどうか。

（２）外国価格参照制度及び再算定の比較水準について（既収載）

外国価格参照制度で参照する価格は現在、リストプライス（業者希

望価格）であり、実効的な価格となっていないとの指摘が従来からあ

る。この指摘を踏まえ、対象国における市場実勢価格の把握に引き続

き取り組むとともに、今後、調査結果に基づき、再算定の比較水準の

検討も併せて行うこととしてはどうか。

２．イノベーションの評価方法等について

（１）迅速な保険導入に対する評価の検証

迅速に保険導入した新規医療材料に対する評価方法について、その

実績等を踏まえ、今後その継続や在り方について検討することとして

はどうか。

（２）費用対効果の観点を入れた評価

革新的な新規医療材料やその材料を用いる新規技術の保険適用の

評価に際し、費用対効果の観点を導入することや、導入する場合の考

え方について、費用対効果評価専門部会の議論の推移を見つつ、具体

的な評価の方法等について検討することとしてはどうか。

（３）市販後の再評価について

市販後一定期間経過した後の使用や、販売の実態を踏まえた再評価

を行う制度について検討してはどうか。

（４）その他

より適切な医療材料の評価方法があるか等について検討してはどう

か。
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